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内 科 領 域 に お け るCefmenoxime (SCE-1365)の 臨 床 的 検 討

河 野 通 律 ・竹 田 義 彦

小 林 芳 夫 ・藤 森 一 平

川崎市立川崎病 院内科

新 しく開発されたCefmenoxime (CMX,SCE-1365)を 気管支肺炎5例,胆 の う炎 および 胆管

感染症3例,急 性腎盂腎炎5例,気 管支肺炎 と膀胱炎の合併1例,計14例 に投与 し臨床的効果を検

討 した。

投与量は1日2～3gで,1日2～3回 に分割 し,静 注で投与 した。その成績 は14例 中著効5例,

有効8例,無 効1例 。有効率92.8%で あ った。副作用 はCefmenoximeに よ る と思 わ れ る軽 度の

GOT, GPT上 昇を2例 に認め た。

Cefmenoxime (CMX,SCE-1365)は 武 田 薬 品 で開 発

された新 しいCephalosporin系 抗 生 剤 で,グ ラム陽 性

菌Escherichia coli, Klebsiella pneumoniae, Haemophi-

lus influenzaeは も とよ り,Indole陽 性Proteus, Ser-

ratia marcescens, citrobacter freundii, Enterobacter

cloacaeを 含む グ ラム陰 性 菌 に ま で 抗 菌 力 を 有 す る とさ

れてお り1),同 社 で す で に開発 さ れたCefotiamよ りさ

らに β-lactamaseに 強 い抵 抗 性 を 示 す と され て い る1)。

本剤 は筋注 お よび静 注 に よ り比 較 的 高 い 血 中濃 度 が得

られ,生 体内 で はほ とん ど代 謝 され ず,肝,腎 へ の移 行

がよ く,特 に高い胆 汁 中濃 度 が 得 られ ると され て い る2)。

われ われ はCMXを 内科 領域 の 各 種 感染 症14例 に投

与 した ので,そ の臨 床 効果 につ き報 告 す る。

I. 対 象 と 方 法

対象は川崎 市立 川 崎病 院 内科 に 入 院 した入 院 患 者14例

で,年 齢 は21歳 か ら78歳 に わ た り,平 均58.5歳 で あ っ

た。性別 は男 性7例,女 性7例 で あ る。

対象 とな った感 染症 は気 管 支 肺 炎5例,胆 の う お よび

胆 管感染 症3例,急 性 腎盂 腎 炎5例,気 管支 肺 炎 と膀 胱

炎の合併例1例 であ る。

14例 中基礎 疾患 を 有 して い た もの はTable 1に 示 し

たように8例 で,総 胆 管 癌1例(経 皮 胆 管 ドレナ ー ジ施

行),全 身性 エ リテ マ トーデ ス(SLE)1例,悪 性 関 節

リウマチ(MRA)1例,脳 出 血2例(1例 気管 カニ ュ

ーレ挿入 ,膀 胱 カテ ー テ ル留 置),進 行 性 筋 萎縮 症1例

(膀胱 カテ ーテ ル留 置)で あ る。

薬剤投与 方法 はCMX1回1gを 生 理 食 塩 水10mlに

溶解 し,1曰2～3回 静 注 投 与 した 。

効 果 判 定 基準 は臨 床症 状 の消 失 な い し改善 と,菌 の 消

失 を も 、て以 下 の とお り と した

著 効(Excellent):使 用 期 間 中 ま た は 終 了 直後 に 起 炎

菌 の 消失 と臨 床 症 状 の 著 明改 善 を み た もの

有 効(Good):起 炎菌 の 消 失 な い し減少 と 臨 床 症 状 の

改 善 を み た もの

や や有 効(Fair);起 炎菌 の 消 失 な い し減 少,あ る い

は臨 床症 状 のや や 改 善 を み た も の

無 効(Poor):起 炎 菌 の 消失 ま た は 減 少 が ない か,臨

床症 状 の改 善 の な い もの

II. 臨 床 成 績

結 果 はTable 1の とお り,気 管 支 肺 炎5例 中4例 有

効,1例 無 効,胆 の うお よび 胆 管 感 染 症3例 中1例 著

効,2例 有 効,急 性 腎 盂腎 炎5例 中4例 著効,1例 有 効,

気 管 支 肺 炎 と膀 胱 炎 の合 併 例1例 有 効 で,計14例 中13例

有 効 で 有 効 率92、8%と 高 い 有 効 率 を示 した。

起 炎 菌 を 同 定 しえ た も の はTable 1の よ う に9症 例

で,E. coli 2例, Psettdomonas aeruginosa 1例,

Staphylococcus epidermidis 2例, K. pneumoniae 1例,

E. coli+Enterobacter 1例, P. aeruginosa+Proteus

mirabilis 1例, E. coli+K. pneumoniae+Enterobactor

1例 であ った 。 各病 原 菌 と も投 与 中 お よ び投 与 後 の培 養

にて 菌 消 失 を み た 。

以 下,本 剤 投 与 に よ り著 効 を示 した例 を呈 示 す る。

症 例178歳,女 性,総 胆 管癌+胆 管感 染 症

総 胆 管 癌 検索 の た め,経 皮 胆 管 造 影 お よ び ド レナ ー ジ

施 行 後39.2℃ の 発熱 。 ド レナ ー ジ部 位 よ りの胆 汁 培 養 に

てE. coli検 出,最 初Sulbenicillin (SBPC)1日20g
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Table 1 Clinical results with CMX

Fig. 1 Case 1 U.Y. 78y.o. f.

Infection of bile duct with carcinoma of common bile duct

7日 間 投与 し た が 下 熱 せ ず,菌 も 消 失 し な い た め,

CMX1日2gに 変 更 した と こ ろ,翌 日よ り下 熱 し,菌

も消 失 した。 著 効 と判定(Fig.1)。

症 例255歳,女 性,急 性 腎 盂 腎 炎+進 行 性 筋 萎縮 症

進行 性 筋 萎 縮症 の た め入 院 中 で,膀 胱 内 カ テ ー テル を

使用 して いた 。経 過 中38℃ の発 熱 あ り,尿 培養にてE

coli, Enterobacter, K. pneumoniaeの 複数 菌感染症であ

った。

CMX1日2g投 与 開 始 した と こ ろ,投 与開始3日

目 には 下熱 し,尿 培 養 に て も菌 消 失 して いた。著効 と判
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Fig. 2 Case 2 H.C. 55y.o. f.

Acute pyelonephritis

Table 2 Peripheral blood before and after CMX administration

定(Fig.2)。

III. 副 作 用

CMX投 与にて,臨 床 上特 に副 作用はなか った。また

本剤投与前後で末梢血,肝 機能,腎 機 能 検 査を 施行 し

た。末梢血 としては赤血球数,白 血球数,ヘ モ グロビン

値 を,肝 機能 検査 と して はGOT値,GPT値,ア ル カ

リフ ォ ス フ ァ ター ゼ値(AL-P値)を,腎 機 能 検 査 と し

て は血 清 ク レア チ ニ ン値,BUN値 を 測 定 した 。結 果 は

Table 2,3,4の とお りで あ った。

1. 末 梢 血 険 査

症 例13で 赤 血球 数,ヘ モ グ ロ ビ ン値 が 著明 に 低 下 した
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Table 3 Hepatic function before and after CMX administrotion

Table 4 Renal function of before and after administretion

が,便 潜 血 陰 性 で あ り,ヘ モ グ ロ ビ ン9.89/dlの2日

後 の結 果 は12.8g/dlで あ り,本 剤 の ため とは 考 え られ

な か った。

その 他 の 症 例 でCMX投 与 に よ る と 思 われ る 異 常 は

認 め られ な か った 。

2. 肝 機 能 検 査

症 例13で,投 与 後14日 目にGOT84IU→126IU, GPT

75IU→87IUに 軽 度 上 昇 したが,投 与 中止後GOT76

IU,GPT70IUと 前 値 に 近 く 復 した 。本 剤による影響

と考 え られ た 。

症 例4で,投 与 後14日 目 にGOT28IU→37IU, GPT

14IU→28IUと 軽 度 上 昇 したが,投 与 継続 にても悪化

せ ず,投 与 中止 後GOT16IU, GPT20IUと 正常値に

復 した 。
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症例5,6,7,8は 投与前よりGOT,GPT,Al-Pの

上昇を認めていたが,CMX投 与によ る影響 は認めなか

った。

3. 腎機能検査

CMX投 与によって,血 清 クレアチニン,BUNの 異

常は認めなか った。

IV. 考 按

本剤は β-lactamaseに 抵抗性が 強 く,従 来 のセ ファ

ロスポリン系抗生剤よ り広範な抗 菌性を有 している。特

に肝,胆 道系への移 行 率 が 従 来 のものよ り高い ことよ

り,尿路系,呼 吸器系感染症 は当然の こととして,難 治

性肝,胆 道系感染症に効果 が期待 され るところである。

今回われわれは14例 にCMXを 投与 し,気 管支肺炎

5例中4例 有効,胆 の うおよび胆道感染症3例 中1例 著

効,2例 有効,急 性 腎盂 腎炎5例 中4例 著 効,1例 有

効,気 管支肺炎 と膀胱炎の合併例1例 有効,14例 中13例

有効以上であり,有 効率92.8%と 高 い有効率を示 した。

感染症別では,肝,胆 道系感染症,尿 路感染症 では全

例有効であった。特に経皮的胆管 ドレナージ後 の感染症

で, E. coliを 検出 し, SBPC, Cefazolin (CEZ)に 対 し

無効であった例において,著 効を示 したことは,本 剤の

肝,胆 道系への移行率 とあわせ考え,注 目され ることで

ある。

原 因 菌別 で は,9例 で 起 炎 菌 を 同 定 で きた が,E.

coli 2例, P. aeruginosa 1例, S. epidermidis 2例,

K. pneumoniae 1例, E. coli+Enterobacter 1例,

P. aeruginosa+P. mirabilis 1例, E. coli+Kpneu-

moniae+Enterobacter 1例,全 例 と も 菌 消 失 を み,抗

菌 力 の 強 さを思 わせ た。

副 作用 に お いて は,本 剤 に よ る もの とみ られ る臨 床 症

状 は な く,検 査 値 異 常 で は,GOT, GPT上 昇 を2例 で

認 あ て い る 。い ず れ も軽度 な もの で あ った 。CMXの 臓

器 内 移行 と考 え あ わせ,肝 障 害 発 生 の頻 度 の高 さを 考 え

させ るが,わ れ わ れ は肝 障 害 を 有 す る4例 に本 剤 を 投 与

したが,さ らな る悪 化 は認 め なか った 。
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CLINICAL STUDIES ON CEFMENOXIME (SCE-1365)

IN THE FIELDS OF INTERNAL MEDICINE

MICHINORI KOHNO, YOSHIHIKO TAKEDA,

YOSHIO KOBAYASHI and IPPEI FUJIMORI

Department of Internal Medicine, Kawasaki Municipal Hospital

Cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a new cephalosporin antibiotic, was used at a daily dose of 2.0•`3.0 g

by intravenous infection for the treatment of 14 patients including pneumonia (5 cases), cholecyst and bile

duct infection (3 cases)
, acute pyelonephritis (5 cases), combination of pneumonia and cystitis (1 case).

The clinical results obtained were excellent in 5
, good in 8 and poor in 1 case. An efficacy rate of 92.8

% was obtained.

Two cases which was slighthy impaired in hepatic function by administration of cefmenoxime.


